
勃
発
し
、
憲
政
擁
誹

う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

而
し
て
此
の
「
憲
政
擁
護
」
の
運
動
は
、
三
田
系
の
新
聞
記
者
、
政
治
家
、
実
業
家
の
社
交
団
体
で
あ
る
交
詞
社
か
ら
起
っ
た
。
彼

ら
は
こ
れ
が
世
論
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
憲
政
擁
誰
会
を
つ
く
り
、
㈲
閥
族
政
治
の
打
倒
、
㈲
憲
政
の
擁
護
を
旗
印
と
し
、
一
大
国
民
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大
正
時
代
は
、
一
世
紀
の
六
分
の
一
に
も
満
た
な
い
、
極
短
い
年
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
政
治
、
経
済
を
大
き
く
揺
り
動
か
し
、

思
想
を
曲
げ
、
社
会
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
明
治
か
ら
昭
和
へ
の
掛
け
橋
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
一
直
線
を
画
い
て
は
い
な
か
っ

た
。
山
脈
を
辿
る
往
還
の
よ
う
に
、
羊
腸
た
る
路
線
が
、
此
の
時
代
の
地
図
を
複
雑
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
開
花
の
時
か
ら
、
将
来
の

波
澗
を
示
唆
す
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
事
件
が
起
っ
て
来
た
が
、
そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
、
大
正
元
年
十
一
一
月
五
日
の
政
変
で
、
第

二
次
西
園
寺
内
閣
の
瓦
解
で
あ
っ
た
。

財
政
整
理
を
立
看
板
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
の
内
閣
も
軍
の
反
対
に
遇
っ
て
総
辞
職
し
、
こ
の
あ
と
桂
太
郎
が
大
命
を
承
け
て
第
三

次
桂
内
閣
を
組
織
し
た
。
し
か
し
、
桂
は
組
閣
に
あ
た
っ
て
暗
躍
し
、
横
暴
と
不
明
朗
な
点
が
多
女
あ
っ
た
の
で
、
「
輿
論
は
一
時
に

勃
発
し
、
憲
政
擁
護
と
い
う
新
熟
字
の
高
唱
は
言
論
社
会
に
潮
の
よ
う
に
起
っ
て
き
た
。
」
と
「
内
閣
更
迭
五
十
年
史
」
の
著
者
が
言
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運
動
を
展
開
し
た
。
一
方
議
会
で
も
ア
ン
チ
桂
の
空
気
が
濃
厚
に
な
っ
た
。
桂
首
相
は
国
会
の
内
外
に
起
き
た
こ
の
ア
ン
チ
桂
運
動
に

対
し
て
、
漸
く
苦
悩
の
様
相
を
示
し
た
が
、
そ
れ
で
も
強
気
の
彼
は
、
組
閣
翌
年
の
二
月
十
日
に
至
っ
て
一
一
一
度
目
の
議
会
停
会
を
断
行

し
、
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
。
然
し
議
事
堂
周
辺
に
あ
つ
ま
っ
て
、
議
会
の
成
行
を
静
観
し
て
い
た
群
集
は
、
此
の
処
置

を
聞
く
や
、
い
た
く
激
昂
し
、
喚
声
を
挙
げ
て
警
視
庁
、
派
出
所
、
新
聞
社
等
に
殺
到
し
て
焼
打
を
か
け
た
。
世
に
そ
れ
を
焼
打
事
件

と
云
う
。
こ
の
報
は
い
ち
早
く
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
広
島
等
各
地
に
伝
わ
り
、
相
つ
い
で
暴
動
が
発
生
し
、
今
や
憲
政
擁
護
運
動

は
、
大
衆
的
な
政
治
運
動
と
な
っ
た
。
而
し
て
此
の
暴
動
は
、
つ
い
に
桂
内
閣
を
退
陣
さ
せ
、
海
軍
大
将
山
本
権
兵
衛
に
バ
ト
ン
が
う

つ
さ
れ
た
。
山
本
首
相
は
税
制
改
革
と
行
政
整
理
の
二
本
を
旗
印
に
し
て
デ
ビ
ュ
ウ
し
た
が
、
前
内
閣
の
い
の
ち
と
り
と
な
っ
た
軍
備

、
、
、

と
財
政
の
問
題
は
、
妄
）
の
内
閣
で
も
重
大
な
課
題
と
な
っ
た
。
当
時
の
国
情
で
は
此
の
両
者
は
つ
ね
に
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
。

或
る
時
に
は
お
互
に
助
け
合
い
、
ま
た
或
る
時
は
互
に
背
反
し
た
。
つ
ま
り
日
本
が
他
の
列
強
と
併
進
し
て
行
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に

相
応
し
い
軍
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
面
資
本
の
弱
さ
は
軍
事
上
の
占
領
に
よ
っ
て
補
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に

大
き
な
矛
盾
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
矛
盾
解
消
の
た
め
に
一
役
を
演
じ
た
の
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
彼
ら
は
軍
備
の
諸
問
題
を
資
本
の
統
制
下
に
お
か
ん
と
し
た
。
資
本
家
が
政
治
と
経
済
の
両
面
か
ら
、
わ
が
国
の
歴
史
を

左
右
す
る
様
相
が
、
こ
Ｌ
に
現
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
政
治
が
資
本
家
の
手
に
落
ち
る
と
、
己
に
政
治
家
と
資
本
家
と
の
間
に
醍
醸
さ
れ
て
い
た
所
謂
「
情
意
投
合
」
「
な
れ

合
い
」
政
治
か
ら
、
「
利
権
」
政
治
に
発
展
し
、
政
治
は
金
に
依
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
金
権
政
治
に
ま
で
転
落
し
て
行
っ
た
。

こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
変
遷
は
、
勿
論
政
治
の
衰
勢
と
不
可
欠
で
あ
る
。
即
ち
山
本
内
閣
の
生
命
取
り
と
な
っ
た
シ
ー
メ
ン
ス
事
件



り
で
あ
っ
た
。

は
な
か
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
風
潮
は
、
民
主
主
義
や
社
会
主
義
の
発
達
と
共
に
新
し
い
思
想
団
体
や
労
働
組
合
等
を
発
生
せ
し
め
た
が
、
特
に
後
者

の
勃
興
は
大
正
期
の
社
会
問
題
、
労
働
問
題
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
此
の
組
合
運
動
の
口
火
を
切
っ
た

の
が
、
友
愛
会
と
称
す
る
団
体
で
あ
り
、
こ
れ
を
切
っ
掛
け
と
し
て
、
大
正
元
年
以
降
同
十
年
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
組
合
数
は
次
の
通

Bi鋸

峰
軍
部
、
政
商
と
が
結
託
し
た
汚
職
で
あ
り
、
こ
れ
が
導
火
線
と
な
り
、
国
民
の
憤
激
を
か
っ
て
議
会
デ
モ
と
な
り
、
遂
に
内
閣
を

投
げ
出
す
に
至
っ
た
。
こ
の
あ
と
を
承
け
て
立
っ
た
大
隈
重
信
に
対
す
る
元
老
の
課
題
は
、
㈲
財
政
と
軍
備
の
調
和
、
㈲
政
友
会
の
打

倒
、
㈲
対
華
政
策
の
樹
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
第
一
一
一
の
対
華
政
策
は
、
所
謂
中
国
に
対
す
る
二
十
一
ケ
条
の
要
求
と
な
っ
て
現
わ

れ
、
将
来
中
国
人
の
間
に
排
日
感
情
を
巻
き
起
す
原
因
と
な
っ
た
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
今
こ
Ｌ
で
は
こ
れ
を
詳
述
す
る
こ
と
を
避

け
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
転
機
と
す
る
国
内
の
経
済
問
題
、
社
会
問
題
、
労
働
問
題
等
に
関
し
、
庶
民
の
権
利
が
拡
大
さ
れ
た
民
主
主

義
の
勃
興
に
つ
い
て
一
瞥
を
加
え
て
見
よ
う
。

わ
が
国
の
経
済
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
初
め
頃
一
時
不
況
に
陥
っ
た
が
、
欧
州
の
諸
国
が
そ
の
全
力
を
挙
げ
て
戦
争
に
没
入
し
た

結
果
、
わ
が
国
の
外
国
貿
易
は
異
常
な
発
展
を
遂
げ
る
に
い
た
っ
た
。
新
販
路
は
海
外
の
各
地
に
及
び
、
諸
外
国
か
ら
物
資
の
注
文
が

殺
到
し
、
そ
の
た
め
会
社
エ
場
等
の
増
・
新
設
が
盛
ん
に
な
り
、
労
働
力
は
無
限
に
要
求
さ
れ
、
農
民
は
都
会
に
進
出
し
て
生
産
に
従

事
し
た
。
然
し
労
働
者
側
か
ら
言
え
ば
、
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
つ
ね
に
お
く
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。
勿
論
賃
金
は
漸
次
増
加
し
て
行
っ

た
が
、
そ
れ
よ
り
も
物
価
は
こ
れ
に
先
行
し
、
驚
く
べ
き
速
さ
で
進
行
し
た
か
ら
、
労
働
者
の
生
活
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
状
態
で
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大
正
元
年
二
年
三
年
四
年
五
年
六
年
七
年
八
年
九
年
十
年

五
六
六
四
二
一
一
一
四
一
一
七
一
六
六
七
一

大
正
五
年
以
後
急
速
に
労
働
組
合
が
ふ
え
、
八
年
に
は
前
後
十
年
間
の
結
成
数
の
約
四
分
の
一
の
二
六
。
五
五
％
に
昇
っ
て
い
る
。

そ
の
思
想
的
背
景
と
な
っ
た
も
の
は
、
大
正
六
年
十
一
月
に
成
就
さ
れ
た
ロ
シ
ヤ
革
命
と
、
所
謂
「
米
騒
動
」
と
の
一
一
つ
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ヤ
革
命
は
無
産
階
級
の
勝
利
を
意
味
し
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
無
産
階
級
に
大
き
な
驚
異
を
与
え
、
次
い
で
起
き
た
、
ド
イ
ツ
、
オ

ー
ス
ト
リ
ヤ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
の
革
命
は
全
欧
を
揺
が
す
ば
か
り
か
将
来
わ
が
国
の
社
会
運
動
に
も
転
向
を
促
す
も
の
と
し
て
急
進
的

な
知
識
階
級
や
労
働
階
級
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

大
正
三
年
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
わ
が
国
の
物
価
は
一
路
上
昇
の
線
を
た
ど
っ
た
。
殊
に
生
活
必
需
品
で
あ
る
米
価

は
、
年
毎
に
暴
騰
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
「
米
価
の
革
命
」
と
評
し
た
米
騒
動
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
所
謂
「
越

中
女
一
撲
」
が
発
端
と
な
っ
て
、
米
商
襲
撃
事
件
が
相
つ
い
で
起
り
、
九
月
中
旬
ま
で
に
は
一
道
三
府
一
一
一
八
県
に
波
及
し
、
参
加
者
七

○
万
以
上
に
及
ぶ
全
国
的
な
大
騒
動
に
拡
大
発
展
し
た
。

此
の
間
、
大
正
四
年
十
一
月
十
日
に
は
大
正
天
皇
即
位
式
が
、
京
都
の
紫
辰
殿
で
行
わ
れ
、
翌
年
一
月
に
は
大
隈
首
相
が
暗
殺
事
件

（
未
遂
）
に
遭
遇
す
る
な
ど
の
騒
ぎ
が
あ
っ
て
、
遂
に
大
隈
内
閣
総
辞
職
、
寺
内
正
毅
内
閣
の
出
現
と
な
っ
た
。
寺
内
内
閣
の
在
任
期

間
凡
そ
一
一
年
間
に
公
布
さ
れ
た
法
律
は
、
軍
事
救
護
法
、
鉄
鉱
業
奨
励
法
、
暴
利
取
締
令
、
金
銀
輸
出
禁
止
、
戦
時
利
得
税
法
、
軍
需

エ
業
動
員
法
な
ど
で
、
当
時
の
内
外
情
勢
を
明
ら
か
に
反
映
し
た
も
の
で
、
そ
の
点
で
は
功
績
を
残
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
而
し
て

こ
の
内
閣
の
跡
を
承
け
て
内
閣
を
組
織
し
た
の
は
平
民
宰
相
原
敬
で
あ
り
、
在
任
期
間
三
か
年
の
間
に
国
際
状
勢
が
大
変
貌
し
、
わ
が
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国
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
を
持
つ
も
の
に
、
・
ハ
リ
平
和
会
議
へ
の
参
加
、
尼
港
事
件
に
よ
る
陸
軍
の
シ
ベ
リ
ヤ
派
遣
等
が
あ
っ
た
。
然

し
大
正
十
年
十
一
月
原
首
相
が
東
京
駅
頭
で
暗
殺
さ
れ
た
た
め
此
の
内
閣
も
総
辞
職
し
、
高
橋
是
清
が
跡
を
追
っ
て
組
閣
、
こ
れ
以
後

大
正
の
末
期
に
か
け
て
、
海
軍
大
将
加
藤
友
三
郎
、
第
二
次
山
本
権
兵
術
、
清
浦
杢
吾
、
第
一
次
加
藤
高
明
、
第
二
次
同
、
第
一
次
若

槻
礼
次
郎
内
閣
と
相
つ
い
で
出
現
し
た
が
、
い
ず
れ
も
短
命
で
平
均
寿
命
八
か
月
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
内
閣
の
最
高
責
任

者
に
人
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
寧
ろ
内
外
の
事
情
が
余
り
に
も
逼
迫
し
多
事
多
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
大
き
な
事

件
を
拾
っ
て
見
て
も
国
外
に
あ
っ
て
は
、
蒙
古
人
民
革
命
政
府
の
成
立
、
エ
ジ
プ
ト
の
独
立
、
東
三
省
の
独
立
宣
言
、
ソ
ビ
エ
ッ
ト
社

会
主
義
共
和
国
連
邦
の
成
立
、
排
日
移
民
法
成
立
、
中
華
全
国
総
工
会
結
成
、
広
東
国
民
政
府
樹
立
、
蒋
介
石
北
伐
宣
言
等
、
ま
た
国

○
０
０
○
○

内
に
あ
っ
て
は
、
婦
人
参
政
権
獲
得
同
盟
・
日
本
農
民
組
合
。
日
本
共
産
青
年
同
盟
結
成
、
第
一
次
共
産
党
検
挙
、
関
東
大
震
災
、
学

生
社
会
科
学
連
合
会
。
全
国
学
生
軍
教
反
対
同
盟
。
農
民
労
働
党
・
全
日
本
農
民
組
合
同
盟
。
日
本
労
働
組
合
同
盟
等
の
結
成
等
。

こ
れ
を
更
に
内
容
的
に
見
る
と
、
大
正
七
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
と
共
に
軍
需
工
業
は
壊
滅
し
、
労
働
組
合
の
行
動
に
歪
が
生

じ
て
来
た
。
好
景
気
時
代
に
は
そ
の
運
動
も
積
極
的
で
、
戦
闘
的
で
あ
っ
た
の
が
、
不
景
気
の
襲
来
と
同
時
に
工
場
の
閉
鎖
等
相
つ
い

で
起
っ
て
来
る
現
実
に
対
し
、
彼
ら
の
行
動
も
勢
い
消
極
的
に
な
り
、
防
衛
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
そ
の
運

動
の
指
導
原
理
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
社
会
主
義
ま
た
は
共
産
主
義
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
良
き
例
は
、
大
正
九
年
十
二
月
十

日
、
東
京
神
田
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
社
会
主
義
同
盟
の
創
立
大
会
で
あ
る
。
即
ち
此
の
同
盟
の
発
起
人
に
は
急
進
知
識
階
級
と
労

つ
ら

働
組
合
の
幹
部
が
顔
を
連
ね
て
い
た
。
荒
畑
勝
一
二
、
麻
生
久
、
赤
松
克
麿
、
加
藤
一
夫
、
加
藤
勘
十
、
大
庭
洞
公
、
小
川
未
明
、
大
杉

栄
、
堺
利
彦
、
島
中
雄
三
、
高
畠
素
之
、
高
津
正
道
、
山
川
均
、
山
崎
今
朝
弥
等
の
名
前
か
ら
推
し
て
も
大
体
そ
の
傾
向
が
察
し
ら
れ



る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
こ
れ
ら
の
う
ち
に
見
る
組
合
の
幹
部
は
、
組
合
の
代
表
者
で
は
な
く
、
凡
て
個
人
の
資
格
で
参
加
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
然
し
、
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
、
或
い
は
無
政
府
主
義
的
、
ま
た
は
共
産
主
義
的
思
想
は
、
当
時
の
世
界
的
傾
向
で
あ
っ
た

か
ら
、
わ
が
国
だ
け
が
こ
れ
か
ら
超
然
と
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

二
丸
善
の
商
策
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こ
の
よ
う
な
国
内
的
思
想
動
向
か
ら
、
そ
の
も
と
と
な
る
書
籍
の
購
買
状
況
を
容
易
に
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
即
ち
一

般
に
は
哲
学
、
社
会
科
学
、
経
済
学
関
係
の
書
籍
が
読
者
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
も
大
正
の
中
期
以
前
に
活
況
を
呈
し
た
。
こ
れ
は
洋

書
を
輸
入
し
て
い
た
丸
善
の
仕
入
状
況
か
ら
で
も
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
体
丸
善
が
わ
が
国
の
文
化
の
進
展
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
洋
書
の
輸
入
。
紹
介
に
全
力
を
傾
倒
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
就
い
て
当
事
者
が
採
っ
た
態
度
は
大
体
次
の
五
つ
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
え
よ
う
。

一
、
当
時
の
思
想
傾
向
を
洞
察
し
、
関
連
書
籍
を
予
め
輸
入
し
紹
介
に
努
め
た
こ
と
。

二
、
購
買
者
の
選
択
の
便
を
計
り
新
刊
書
を
店
頭
に
陳
列
し
、
自
由
に
読
書
せ
し
め
た
こ
と
。

三
、
「
学
鐙
」
の
新
書
目
録
桶
で
、
新
刊
害
の
内
容
を
紹
介
し
予
約
販
売
を
行
っ
た
こ
と
。

四
、
注
文
を
受
け
た
場
合
は
逸
早
く
発
行
所
と
連
絡
を
と
り
、
そ
の
要
望
に
応
じ
た
こ
と
。

五
こ
の
た
め
書
籍
目
録
・
顧
客
住
所
録
。
在
庫
品
力
‐
ド
を
整
備
し
た
こ
と
．
ｌ
等

一
）
》
）
に
挙
げ
た
五
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
業
者
が
遵
守
す
べ
き
心
得
で
あ
る
が
、
特
に
第
五
項
は
是
非
と
も
、
準
備
し
て
置
か
な
け
れ
ば
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し
た

な
ら
な
い
メ
ロ
の
で
あ
る
。
今
日
和
書
の
新
刊
書
に
は
通
称
「
舌
」
（
ス
リ
ッ
プ
）
と
呼
ば
れ
る
書

籍
カ
ー
ド
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
要
が
生
ん
だ
丸
善
店
員
の
発
明
で
あ
っ
た
。

即
ち
書
籍
の
仕
入
で
は
洋
書
並
に
和
書
を
問
わ
ず
、
ス
ト
ッ
ク
と
見
合
わ
せ
て
注
文
を
し
な
け

れ
ば
、
超
過
ス
ト
ッ
ク
を
つ
く
る
危
険
が
あ
り
、
若
し
こ
の
結
果
資
本
を
寝
か
せ
る
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
営
業
上
最
も
き
び
し
い
禁
律
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
経
営
責
任

者
の
生
命
を
犯
す
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ
を
制
御
す
る
最
上
の
方
法
と

し
て
採
ら
れ
る
の
が
所
謂
ス
ト
ッ
ク
ブ
ッ
ク
に
よ
る
調
査
で
あ
る
。
然
ら
ば
｝
｝
の
ス
ト
ッ
ク
プ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
（
碑
ｏ
ｎ
丙
国
○
○
丙
の
瀞
符
目
）
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
そ
の
仕
組
を
語

る
前
に
、
簡
単
な
歴
史
を
述
べ
て
お
こ
う
。

元
来
洋
書
の
新
刊
注
文
の
選
定
は
、
外
国
の
新
刊
総
合
目
録
（
週
報
。
月
報
等
）
と
、
出
版
社

の
予
告
刷
物
（
日
月
巳
胃
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
選
定
は
特
定
の
数
人
が
こ
れ
に
当
り
、

大
正
初
年
か
ら
昭
和
初
年
ま
で
は
、
主
と
し
て
荒
川
実
害
籍
部
長
、
田
中
二
郎
洋
書
店
主
任
、
中

山
良
謙
洋
書
仕
入
課
長
、
山
崎
民
雄
ス
ト
ッ
ク
（
商
品
）
課
長
が
担
当
し
て
い
た
。
こ
の
他
、
年

に
二
回
程
ト
ラ
ベ
ラ
ー
と
称
す
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
外
国
の
出
版
元
数
社
を
代
表
し
て
来
日
し
、

つ
か束
見
本
や
内
容
見
本
を
示
し
て
注
文
を
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
入
荷
し
た
洋
塞
園

の
中
、
好
学
者
の
希
望
に
応
じ
切
れ
ず
何
が
し
か
の
不
足
品
が
出
る
の
も
止
む
を
得
な
い
が
、
そ

｢スリップ．」の見本
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う
し
た
補
充
品
を
調
査
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
ス
リ
ッ
プ
（
の
与
）
で
あ
っ
た
。
出
来
た
の
は
大
体
明
治
末
年
か
大
正
初
年
ご

ろ
で
、
発
案
者
は
当
時
ス
ト
ッ
ク
係
を
し
て
い
た
斎
藤
哲
郎
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
の
「
思
い
出
話
」
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

わ
た
し
は
入
社
後
一
一
年
位
で
洋
書
目
録
編
集
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
万
事
小
規
模
の
時

代
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
品
管
理
も
組
織
的
に
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
在
庫
品
台
帳
な
ど
は
上
級
番
頭
さ
ん
の
頭
の
中
に
漠
然
と

存
在
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
頭
の
中
に
台
帳
の
な
い
わ
た
し
な
ど
に
は
、
目
録
の
編
集
は
至
難
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
わ
た
し
は
形
に
あ
ら
わ
れ
た
台
帳
、
そ
れ
を
見
れ
ば
だ
れ
に
も
直
ぐ
い
ろ
い
ろ
わ
か
る
台
帳
の
作
製
を
進
言
し
た
。
し
か
し
そ

ん
な
面
倒
な
も
の
は
、
と
い
う
わ
け
で
そ
の
進
言
は
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
で
は
わ
た
し
の
勤
め
は
果
さ
れ
な

い
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
目
録
係
の
立
場
か
ら
、
今
日
の
ス
ト
ッ
ク
プ
ッ
ク
の
原
始
的
な
も
の
を
か
な
り
の
日
数
を
か
け
て
作
り

上
げ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
日
本
の
出
版
界
だ
け
に
独
自
に
用
い
ら
れ
て
い
る
あ
の
ス
リ
ッ
プ
は
、
こ
の
時
考
案
さ
れ
た
ス
リ
ッ

プ
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
ス
リ
ッ
プ
が
出
版
界
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
の
舌
が
考
案
さ

れ
て
か
ら
で
、
舌
が
考
案
さ
れ
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
年
月
が
た
っ
て
い
た
。
ま
た
ス
ト
ッ
ク
プ
ッ
ク
の
様
式
が
一
応
と
と
の

う
の
に
も
相
当
の
年
月
が
費
い
や
さ
れ
た
。
し
か
し
調
っ
た
と
い
っ
て
も
や
は
り
原
始
的
な
も
の
で
、
そ
れ
が
現
在
の
完
成
し
た

形
に
ま
で
発
達
し
た
の
は
、
新
進
諸
君
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
初
の
頃
の
ス
リ
ッ
プ
は
本
の
上
下
に
折
り
込
む
程
の
大
き
な
も
の
で
、
現
行
の
ス
リ
ッ
プ
が
使
用
さ
れ
た
大
正
四
、

五
年
以
後
で
も
未
だ
用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
て
、
こ
の
ス
リ
ッ
プ
の
効
用
と
云
え
ば
、
ま
ず
入
荷
年
月
日
。
部
数
等
を
こ
れ
に
併
記
し

て
店
頭
に
出
陳
し
、
売
却
の
場
合
は
こ
の
ス
リ
ッ
プ
を
引
き
抜
い
て
、
一
日
に
一
一
、
三
回
ま
と
め
て
整
理
し
、
こ
れ
を
店
頭
か
ら
ス
ト
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ツ
ク
係
に
回
付
す
る
と
、
こ
れ
を
受
け
た
係
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
っ
て
販
売
数
を
知
り
、
補
充
注
文
を
し
た
。
然
し
こ
れ
だ
け
で
は
未

だ
的
確
に
在
庫
数
が
つ
か
め
な
い
欠
点
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
案
出
さ
れ
た
の
が
、
ス
ト
ッ
ク
の
台
帳
、
丸
善
で
は
こ
れ
を
一
般
に

ス
ト
ッ
ク
プ
ッ
ク
と
呼
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
台
帳
の
単
位
は
、
洋
書
一
点
一
葉
の
ス
ト
ッ
ク
リ
ー
フ
（
の
ｇ
烏
序
旦
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
よ
っ
て
仕
分
け
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

詞
農
四
○
口
》
弓
旨
①
○
］
○
ｍ
『
》
㈲
宮
」
○
，
○
℃
宮
『
》
両
目
８
は
ｇ
》
の
○
ｇ
ｏ
］
○
ぬ
爵
も
○
］
霞
８
－
ｍ
ｇ
２
８
》
耐
画
員
同
８
口
○
日
』
８
》
○
○
日
目
臼
８

伊
目
ｍ
５
ｍ
の
（
両
口
”
房
営
》
の
関
日
目
》
句
Ｈ
ｇ
目
》
河
口
の
巴
目
》
岸
農
目
》
の
冨
昌
呂
陣
勺
○
片
目
”
ロ
①
の
①
）
…
・
：

で
あ
る
。
尤
も
こ
の
分
類
は
大
正
五
年
以
降
十
二
年
ご
ろ
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
も
顧
客
に
配
布
さ
れ
て
い
る
新

刊
洋
書
目
録
（
旨
胃
巨
国
の
ロ
傍
目
○
ｇ
ｏ
の
甘
の
貝
○
端
・
Ｚ
①
尋
国
○
○
房
）
に
は
、
大
体
こ
の
分
類
方
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

こ
の
リ
ー
フ
の
特
長
は
、
図
書
館
的
な
記
録
の
ほ
か
に
、
商
取
引
に
必
要
な
事
項
、
例
え
ば
送
料
・
原
価
・
売
価
。
入
荷
年
月
日
等

も
記
入
さ
れ
、
更
に
、
赤
イ
ン
キ
で
何
時
何
部
外
注
さ
れ
た
か
も
書
込
ま
れ
、
着
荷
の
時
に
は
、
そ
れ
が
改
版
か
否
か
、
製
本
は
前
と

同
様
か
、
そ
し
て
代
価
は
如
何
な
ど
詳
細
に
現
品
に
当
っ
て
記
入
す
る
。
ま
た
い
ず
れ
の
営
業
所
に
何
部
出
た
か
、
店
頭
に
何
冊
出
た

か
、
そ
し
て
結
局
何
部
残
っ
て
い
る
か
等
が
一
目
で
判
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
因
に
本
店
以
外
の
支
店
・
出
張
所
へ
の
出
荷
に
は
、

凡
て
ス
リ
ッ
プ
を
つ
け
ず
、
所
謂
売
渡
し
扱
い
に
し
た
。
以
上
で
略
々
わ
か
る
通
り
、
リ
ー
フ
は
図
書
館
に
於
け
る
図
書
カ
ー
ド
と
殆

こ
と

ん
ど
同
じ
効
用
を
生
ん
だ
が
、
唯
異
な
る
と
一
）
ろ
は
絶
版
ま
た
は
販
売
に
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
は
、
当
然
リ
ー
フ
を
つ
け
る

こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
営
業
上
不
可
欠
の
基
礎
的
資
料
と
も
な
っ
た
ス
ト
ッ
ク
リ
ー
フ
も
、
関
東
大
震
災
に

よ
っ
て
中
絶
し
た
為
、
急
遮
再
訓
製
を
い
そ
ぎ
、
大
正
十
二
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
略
旧
態
に
復
し
、
そ
の
後
の
加
除
も
あ
っ
て
昭



和
十
年
頃
こ
れ
が
完
成
を
見
た
。
昭
和
十
八
年
頃
に
は
、
そ
の
数
凡
そ
二
○
万
枚
の
ス
ト
ッ
ク
リ
ー
フ
が
、
ス
ト
ッ
ク
ブ
ッ
ク
に
分
類

収
容
さ
れ
、
洋
書
目
録
の
原
資
料
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

二
、
本
支
店
・
出
張
所
等
各
営
業
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
子
カ
ー
ド
と
称
す
る
詳
細
な
カ
ー
ド
を
常
備
し
、
更
に
審
査
課
に
は
全
営
業
所

の
顧
客
数
を
ま
と
め
た
親
カ
ー
ド
と
称
す
る
総
合
カ
ー
ド
を
備
え
る
。

三
、
新
十
進
分
類
表
を
作
製
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
顧
客
を
分
類
す
る
。

四
、
審
査
課
に
カ
ス
ト
マ
ー
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
整
備
係
を
設
け
、
将
来
常
置
カ
ー
ド
の
分
類
・
訂
正
。
加
除
等
を
行
わ
し
め
る
。

以
上
は
そ
の
大
要
で
あ
る
が
、
さ
て
一
）
れ
を
実
行
に
移
す
と
な
る
と
大
変
な
作
業
で
、
例
え
ば
そ
の
第
二
項
を
取
り
上
げ
て
見
て
も

一
朝
一
夕
に
な
し
終
え
る
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
各
顧
客
の
要
求
を
満
す
た
め
に
は
、
そ
の
研
究
課
題
を
更
に
細
分
整
理
す
る

し
て
記
録
す
る
こ
と
。

三
顧
客
本
位
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か
く
し
て
一
応
営
業
上
の
体
制
は
整
っ
た
が
、
何
ん
と
云
っ
て
も
顧
客
が
あ
っ
て
こ
そ
商
売
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
動

向
を
正
確
に
把
握
し
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
た
め
の
措
置
を
採
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
案
出
さ
れ
た
の
が
、
カ
ス
ト
マ
ー
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
（
○
口
の
庁
○
日
の
Ｈ
胃
目
風
）
の
作
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
創
案
者
は
一
般
に
山
崎
民
雄
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
七
年
ご
ろ
か

ら
次
の
要
項
を
定
め
て
作
成
準
備
に
入
っ
た
。

一
、
書
籍
類
特
に
洋
書
の
顧
客
は
、
団
体
。
個
人
の
如
何
を
問
わ
ず
出
来
る
だ
け
そ
の
全
部
を
網
羅
し
、
購
入
書
の
主
題
別
に
分
類
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必
要
が
あ
り
、
全
営
業
部
門
の
総
力
を
結
集
し
て
も
長
い
年
月
を
掛
け
な
け
れ
ば
、
完
全
な
体
勢
を
整
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
幸
い
に
し
て
丸
善
に
は
、
》
）
の
方
面
に
か
け
て
の
ベ
テ
ラ
ン
が
数
多
お
り
、
そ
の
永
年
の
経
験
と
勘
に
よ
っ
て
、
一
年
有
余
の

短
期
間
で
、
見
事
に
初
期
の
企
画
を
達
成
し
、
翌
八
年
三
月
に
分
類
表
の
索
引
を
完
成
し
て
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と

こ
ろ
で
こ
Ｌ
に
云
う
丸
善
独
特
の
新
十
進
分
類
表
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
明
治
末
期
ご
ろ
ま
で
の
洋
書
分
類
表
は
、
主
と
し
て

欧
米
の
資
料
を
基
礎
に
し
、
こ
れ
に
随
時
増
減
訂
正
を
加
え
、
自
然
発
生
的
に
丸
善
独
特
の
も
の
を
つ
く
り
出
し
た
。
し
か
し
カ
ス
ト

マ
ー
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
用
と
し
て
は
、
尚
且
つ
粗
略
に
過
ぎ
て
、
実
用
向
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
新
分
類
表

で
、
デ
ュ
イ
Ｑ
・
ロ
の
尋
亀
）
の
十
進
法
を
軸
と
し
、
こ
れ
に
実
用
的
な
要
素
を
加
味
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

Ｉ
Ｉ
唾
の
グ
ル
ー
プ
を
基
本
と
す
る
Ｇ

Ａ
Ｉ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
ク
ラ
ス
Ｃ

１
１
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｓ

に
分
類
し
た
。
こ
の
分
類
法
は
大
獄
岩
太
郎
が
主
と
し
て
作
製
し
た
も
の
と
云
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
と
グ
ル
ー
プ
以
外
、
新
学
説
な
ど

の
項
目
を
無
限
に
拡
げ
ら
れ
る
利
点
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
カ
ス
ト
マ
ー
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
親
カ
ー
ド
の
項
目
に
よ
っ
て
、
全
国
に
何
人
の
顧
客
が
有
る
の
か
、
そ

の
希
望
す
る
書
籍
は
ど
う
い
う
も
の
か
な
ど
の
実
態
を
中
央
で
知
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
こ
れ
に
よ
っ
て
、
広
告
。
宣
伝
等
を
狙
い
打

ち
に
行
い
、
冗
費
を
節
約
出
来
る
と
い
う
余
沢
さ
え
生
じ
た
。



て
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た
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顧
客
及
び
そ
の
風
格
に
就
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
入
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
大
正
初
期
の
文
芸

復
興
に
連
れ
て
、
文
学
者
の
来
訪
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
、
社
会
主
義
者
や
無
政
府
主
義
者
の
顔
も
多
く
な
っ
た
。
安
部
磯
雄
、
山
川
均
、

荒
畑
寒
村
、
大
山
郁
夫
、
大
杉
栄
等
も
よ
く
来
店
し
、
元
社
員
中
村
春
太
郎
の
話
に
よ
る
と
、
大
杉
栄
は
必
ず
伊
藤
野
枝
を
伴
っ
て
い

す
采
か

た
と
一
云
う
。
瀬
戸
内
晴
美
の
小
説
「
鬼
の
栖
」
に
は
、
当
時
二
人
は
本
郷
菊
坂
の
「
菊
富
士
ホ
テ
ル
」
に
愛
の
巣
を
築
い
て
い
た
と
記

し
て
い
る
が
、
そ
の
菊
坂
か
ら
一
週
一
回
位
は
来
店
し
た
。
大
杉
達
の
案
内
役
は
中
村
が
担
当
し
て
い
て
、
或
る
時
買
い
上
げ
品
を

そ
と

「
お
届
け
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
い
い
や
、
外
に
供
が
待
た
し
て
あ
る
か
ら
そ
れ
に
渡
し
て
く
れ
給
え
」
と

言
う
。
店
頭
を
見
廻
し
た
処
そ
れ
ら
し
い
姿
も
な
い
の
で
、
「
ど
ち
ら
さ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
再
び
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
街
頭
を
指
さ

し
「
あ
の
男
だ
よ
、
ア
レ
な
ら
確
実
に
家
ま
で
届
け
て
呉
れ
る
か
ら
」
と
云
う
。
指
さ
し
た
場
所
は
丁
度
店
の
筋
向
い
、
砂
場
（
蕎
麦

屋
、
当
時
丸
善
の
向
い
に
あ
っ
た
）
の
角
に
身
を
潜
め
た
烏
打
帽
姿
の
男
が
こ
ち
ら
を
窺
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
刑
事
と
わ
か
っ
た
の

で
「
先
生
御
戯
談
で
し
ょ
う
」
と
真
顔
で
言
う
と
、
大
杉
は
声
を
立
て
て
笑
っ
た
と
云
う
。
「
あ
れ
が
有
名
な
社
会
主
義
者
と
は
ど
う

し
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
ら
れ
て
本
当
に
お
気
の
毒
で
し
た
。
」
と
し
み
じ
み
述
懐
し


